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「環境未来都市」構想とは

「環境未来都市」構想は、21世紀の世界共通の環境や
高齢化の課題の解決に向けて、世界に比類ない成功事例
を創出し、それらを国内外に普及展開することを通じて、
需要拡大、雇用創出、国際課題解決力の強化を図ること
を目指している。

そのために、本構想では実践の場を作り出し、個別の
都市・地域の多様性や独自性を重視して、地域の課題解
決力の強化を促している。これにより、地球規模での環
境問題や我が国が直面する人口減少・超高齢化という構
造的な課題に対して、地域資源を活かして環境価値、社
会的価値、経済的価値という3つの価値を創造しながら、
自律的に発展していく多様な都市・地域モデルを創出す
るものである。

こうした都市・地域活性化の多様な成功事例の普及展
開を通して、地方創生を推進し、日本の未来を拓く。

【環境未来都市】
○環境と超高齢化対応を必須のテーマとし、これに地域の
独自のテーマを追加して取組を推進

【環境モデル都市】
○「環境未来都市」構想の基盤を支える低炭素都市
○地域資源を最大限に活用し、低炭素化と持続的発展を
両立する多様な地域モデル

「環境未来都市」構想イメージ 環境未来都市・環境モデル都市
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経済的
価値創出

社会的
価値創出

環境的
価値創出

•低炭素

•生物多様性

•資源の再利用と3R
（リデュース [Reduce]・リユース
[Reuse]・リサイクル [Recycle]）

•水・大気環境

•超省エネ社会 等

環境的価値創出、社会的価値創出、経済的価値創出

•雇用・所得

•新産業

•社会的コストの最小化 等

•ナレッジ・エコノミー

•知見および情報の集積

•社会的連帯・公平 等

•超高齢化社会への対応

•ソーシャルキャピタル

•健康・介護

•防災・安全・安心

「環境未来都市」構想の考え方

２

社会システムのトランジッションに向けた３つの価値創出



№ 市区町名 取 組 概 要

①
下川町

（北海道）
人が輝く森林未来都市しもかわ

②
柏市

（千葉県）
柏の葉キャンパス「公民学連携による自立した都
市経営」

③
横浜市

（神奈川県）

OPEN YOKOHAMA
ひと・もの・ことがつながり、うごき、時代に先駆け
る価値を生み出す「みなと」

④
富山市

（富山県）
コンパクトシティ戦略による富山型都市経営の構
築

⑤
北九州市
（福岡県）

北九州市環境未来都市

⑥
大船渡市、陸前
高田市、住田町

（岩手県）
気仙広域環境未来都市

⑦
釜石市

（岩手県）
釜石市環境未来都市構想～全国の小都市に先
駆ける釜石の新たな挑戦～

⑧
岩沼市

（宮城県）
愛と希望の復興

⑨
東松島市
（宮城県）

東日本大震災からの復興～あの日を忘れず と
もに未来へ 東松島一新～

⑩
南相馬市
（福島県）

次世代に繋ぐ循環型都市 南相馬

⑪
新地町

（福島県）
「やっぱり新地がいいね」～環境と暮らしの未来
（希望）が見えるまち～

①

②
③

④

⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

選定された環境未来都市・モデル都市

№ 市区町名 取 組 概 要

①
下川町

（北海道）
北の森林共生低炭素モデル社会・下川

②
帯広市

（北海道）
田園環境モデル都市・おびひろ

③
千代田区
（東京都）

省エネ型都市づくり、エネルギー効率向上

④
横浜市

（神奈川県）
横浜スマートシティプロジェクトの展開

⑤
飯田市

（長野県）
市民参加による自然エネルギー導入、低炭素街
づくり

⑥
富山市

（富山県）
富山市コンパクトシティ戦略によるＣＯ２削減計
画

⑦
豊田市

（愛知県）
次世代エネルギーとモビリティを活用した低炭素
まちづくり

⑧
京都市

（京都府）
人が主役の魅力あるまちづくり、「地域力」を活か
した低炭素化活動

⑨
堺市

(大阪府)
「快適な暮らし」と「まちの賑わい」が持続する低
炭素都市

⑩
梼原町

（高知県）
木質バイオマス地域循環モデル事業

⑪
北九州市
（福岡県）

アジアの環境フロンティア都市・北九州市

⑫
水俣市
(熊本県)

環境と経済の調和した持続可能な小規模自治体
モデルの提案

⑬
宮古島市
（沖縄県）

島嶼型低炭素社会システム・「エコアイランド宮
古島」

№ 市区町名 取 組 概 要

⑭
新潟市

（新潟県）
「田園型環境都市にいがた」～地域が育む豊かな
価値が循環するまち～

⑮
つくば市
（茨城県）

つくば環境スタイル“ＳＭＩＬｅ” ～みんなの知恵と
テクノロジーで笑顔になる街～

⑯
御嵩町

（岐阜県）
地域資源(森林､公共交通､再生可能エネルギー
等)を活かした低炭素コミュニティ「みたけ」の実現

⑰
尼崎市

（兵庫県）
「ＥＣＯ未来都市あまがさき」へのチャレンジ

⑱
神戸市

（兵庫県）
神戸市環境モデル都市

⑲
西粟倉村
（岡山県）

「上質な田舎」を目指した、低炭素モデル社会の
創造

⑳
松山市

（愛媛県）
環境と経済の両立を目指して「誇れる環境モデル
都市まつやま」

№ 市区町名 取 組 概 要

ニセコ町
（北海道）

国際環境リゾート都市・ニセコ スマートチャレン
ジ８６

生駒市
（奈良県）

日本一環境にやさしく住みやすいまち「いこま」
～市民・事業者・行政の“協創”で築く低炭素“循
環”型住宅都市～

小国町
（熊本県）

地熱とバイオマスを活かした農林業タウン構想

【平成25年度選定都市】

21

22

23

【平成23年度選定都市】
被災地６都市を含む１１都市・地域

【平成20年度選定都市】
総理施政方針演説を受け
１３都市を選定

【平成24年度選定都市】
東日本大震災を契機に低炭素まちづくり
を一層普及させるため追加選定

環境未来都市 環境モデル都市
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「環境未来都市」構想の普及展開

◆ 国際会議
・リオ+20 （2012年6月@ブラジル）
・FEALAC経済フォーラム（2012年10月@コロンビア）

※FEALAC＝アジア中南米協力フォーラム

・スマートシティＥＸＰＯ（2012年11月@スペイン）
・EXPROLING THE ‘FUTURE CITIES’（2013年5月@ﾏﾚｰｼｱ）

◆ 「環境未来都市」構想推進国際フォーラム

・第１回国際フォーラム（2012年2月@東京）

・第２回国際フォーラム（2013年2月@下川町）

・第３回国際フォーラム（2013年10月@北九州市）

・第４回国際フォーラム（2014年12月@東松島市）

・国際フォーラムｉｎマレーシア（2015年2月@ﾏﾚｰｼｱ・ｼｮ゙ﾎｰﾙﾊﾞﾙ市）

・第５回国際フォーラム（2015年10月@富山市）

・国際フォーラムｉｎポートランド（2016年2月@米国ｵﾚｺ゙ﾝ州ﾎﾟー ﾄﾗﾝﾄ゙市）

・第６回国際フォーラム（2016年8月@横浜市）

・第7回国際フォーラム（2017年10月@柏市） ※開催予定

リオ＋20における情報発信
村上周三氏（環境未来都市推進委員会座長)

国際フォーラム ｉｎ ポートランド

１．情報発信

２．国際的な知のプラットフォーム構築
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